障がいのある子どもと　　　その家族の命を守るために
～「こども福祉避難所」構想～

今津特別支援学校長　森孝一

１熊本地震の教訓
　平成28年４月14日に熊本地域において前震、その２日後に本震が発生した。熊本市から福岡市教育委員会に支援依頼の第一報が入ったのはその1週間後である。筆者は、その翌日に被災地のニーズを把握するため、熊本市の各学校を訪問した。そして、約３か月にわたり、直接的・間接的に支援活動を行い、いくつかの課題を教訓として整理した。
　主な教訓は、次の５点である。１点目は、指定避難所では、障がいのある子どもたちは多様な困難と直面し、車中泊を余儀なくされたこと。２点目は、２次的避難所である福祉避難所の多くは機能しなかったこと。特に、特別支援学校の子どもたちの利用は少数であった。３点目は、特別支援学校は指定避難所の指定はされていなかったにもかかわらず地域住民が避難してきた学校があったこと。４点目は、指定避難所等の指定を受けていなかったために、役所等からの応援や飲料水・非常食等の支援物資が届かなかったこと。５点目は、特別支援学校の施設等を有効に活用する仕組みがなかったこと。以上の教訓を踏まえ、福岡市教育委員会は「福岡市立特別支援学校防災推進マニュアル」を作成した。

２教訓を踏まえた対策
(1)支援学校の「こども福祉避難所」
[image: ]
福岡市では市立特別支援学校を福祉避難所に指定したのは，平成25年度版福岡市地域防災計画に明記されてからである。しかし，周知が不十分で、具体的な対策等が不明確だったために，特別支援学校の保護者等から多くの不安の声があがっていた。また、特別支援学校においても、防災対策（特に、避難所運営等の準備）の取組は不十分であった。仮に，子どもたちが在校中に発災した場合，災害の種類や規模により，児童生徒は帰宅困難となり，一定期間学校での避難生活を送ることになることを想定すると、指定避難所等の指定の有無にかかわらず，全ての支援学校は避難所の開設・運営等のノウハウを持っておく必要がある。

(2)各学校における改善報告書の作成
　マニュアルでは、支援学校における防災対策の充実を図るため、７つの改善報告書の作成と提出を義務付けた。
改善報告書１は熊本地震の課題を30項目に集約して各校でチェックを行うもの(下表は15項目のみ表示)。
[image: ]
改善報告書２は、下図のように時系列で、具体的な対応に関するチェックを行った。
[image: ]
[image: ]改善報告書３は、実効性を念頭に学
校組織を見直した。
[image: ]
改善報告書４～６は、避難所開設を想定し施設のレイアウトをデザインした。報告書４は「体育館」、報告書５は「校舎」、報告書６は「駐車場」である。本文では報告書５「校舎のレイアウト」を例示する。
[image: ]
　改善報告書７は、教職員の意識を高めるため作成する。参考までに筆者(校長)の報告書を例示する（下表参照）。
[image: ]
　
(3)保護者との連携
　避難所運営の基本は共助である。特に保護者との連携・協力は不可欠であり、下表のような事項を確認している。
[image: ]
　また、備蓄については、イオンの黄色いレシートキャンペーンを活用し、集まったレシートの合計金額の１％分で、災害時の保存水等を購入している。
[image: ][image: ]


(4)区役所との連携
　支援学校は、２次的避難所の位置付けであるが、在校中の発災を想定し、行政(区役所)との連携は必要である。
[image: ]

３平成30年７月豪雨での対応
[bookmark: _GoBack]　気象庁は、西日本を中心に降り続いた記録的な大雨の名称を「平成30年７月豪雨」と命名した。
　本校では、子どもたちとその家族の被害等を最小限に抑えるために、次の２点の対策を講じた。
　１点目は、市町村から発令される避難情報等を正しく理解するためのプリントを全保護者対象に配布したこと（下図参照）。
[image: ][image: ]
　２点目は、避難勧告等と大雨特別警報が発令された時点で、全保護者対象に「避難先で困った場合、学校に避難できるよう準備を進めている」ことを安全・安心メールで配信したこと。実際には避難者はなかったが、「いざとなれば支援学校に避難できることを知って心強かった」等の感想が寄せられている。

４　おわりに
　時間の経過とともに、自然災害の恐怖等が風化され、危機意識が薄れやすい。私たちは、時々被災地等に足を運ぶなど防災意識を高め、事前の備えを一歩ずつ進めることが求められている。
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